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大気汚染防止法に基づき，1997年から県内数地点で有害大気汚染物質モニタリング調
査を行っている． 
今回，2005～2008 年度の 4 ヵ年にわたって得られた県内 4 地点 19 物質の測定結果に
ついて検討を行った．その結果，ほとんどの物質の濃度が横ばいまたは低下傾向にある

ことが分かった．また，沿道の調査地点では自動車排ガス由来の物質が比較的高濃度で

検出され，自動車排ガスの影響を受けていることが分かった．ベンゼンに関しては，引

き続き低下傾向を示した．環境基準や健康リスク指針値のある物質については，ほとん

どの物質で大幅にその値を下回っていた．大気汚染常時監視測定局で測定している項目

との比較では，アルデヒド類と二酸化硫黄に良好な相関関係のある調査地点があった．

また，自動車排ガス関係の物質と窒素酸化物に良好な相関関係がみられた． 
各地点毎に有害大気汚染物質について主成分分析を行うと，19物質を概ね 4つのグル
ープに分けることができた．このうち，伊賀は，他の 3 地点とは異なる傾向を示した．
桑名は他の 3 地点ほど，明確に 4 つのグループに分かれなかった．全国の測定値との比
較では，県内 4 地点の結果は概ね下回っていたが，一部，全国平均値より高いデータが
あった．調査地点間の比較を行ったところ，桑名と鈴鹿との間，伊賀と松阪との間に，

濃度や濃度変化の傾向が似ている物質が幾つか存在した．ベンツ(a)ピレンが伊賀と松阪
で高濃度である事例について，後方流跡線解析を行ったところ，北京付近を通過し，そ

の影響を受けている可能性が示唆された． 
 
キーワード：有害大気汚染物質，環境基準，健康リスク指針値，大気汚染常時監視測定

局，主成分分析，後方流跡線解析  
 
 

はじめに 
1996 年 5 月の大気汚染防止法の改正により，
低濃度ではあるが長期暴露によって人の健康を

損なうおそれのある有害大気汚染物質の対策に

ついての制度化が実施された．これを受けて，



「有害大気汚染物質に該当する可能性がある物

質」として 234物質がリスト化され，その中で
も有害性の程度や大気環境の状況等を考慮して

「健康リスクがある程度高いと考えられる物

質」としてさらに 22物質がリスト化された．特
に，その 22物質を「優先取組物質」と呼んでお
り，1997年度から全国の地方公共団体において
モニタリングが実施されている． 
三重県においても，1997年度後半からモニタ
リングを開始し，現在は 22種類の「優先取組物
質」の内，ダイオキシン類と，モニタリング手

法が確立されていないクロロメチルメチルエー

テルおよびタルク（アスベスト様繊維を含む）

の２物質の合わせて 3 物質以外の 19 物質につ
いてモニタリングを実施している．1998～2001
年度は県内 6地点で，2002年度は県内 5地点で，
2003年度からは県内 4地点でサンプリングを実
施してきており，その結果については，2004年
に第１報 1)，2005年に第２報 2)として報告した．

また，揮発性有機化合物（VOCs）については
1999年 3)，2000年 4)，2004年 5)に，アルデヒド

類については，2001年 6)，2008年 7)に，酸化エ

チレン等については，2007年 8)に報告した． 
本報では，2005～2008年度の 4ヵ年にわたっ
て測定したデータを解析し，本県における有害

大気汚染物質の状況について報告する． 
 

方  法 
１．調査地点，調査日時 
 表 1 および図 1 に示す桑名から松阪の県内 4
地点においてモニタリングを実施した．4 地点
とも大気汚染常時監視測定局であり，桑名，伊

賀，松阪の 3地点は一般環境大気測定局，鈴鹿
は自動車排出ガス測定局である．4地点の緯度，
経度および標高を表 2 に示し 9)，後方流跡線解

析を行う場合，この値を使用した． 
 今回の報告で使用したデータは，2005～2008
年度までのモニタリング調査で得られたもので

ある．サンプリングは各調査地点で毎月 1回行
い，1回のサンプリングは 2日間に渡り，開始，
終了をほぼ同時刻に行い，約 24時間かけて試料
採取を行った．また，桑名と鈴鹿，伊賀と松阪

は同じ日に試料採取を行った．  
２．捕集方法と分析方法 
調査は「有害大気汚染物質測定の実際 10)」に

基づき実施した． 
測定項目は，優先取組物質 19種類で，その内
訳は，揮発性有機化合物 10種類，アルデヒド類
2 種類，金属類 6 種類，多環芳香族炭化水素 1
種類であり，その捕集方法と分析方法等を表 3
に示す． 
なお，分析に当たっては，上記マニュアルに

基づき，操作ブランク，トラベルブランク，二

重測定，検出下限値および定量下限値を算出し

た．検出下限値および定量下限値の算出方法は，

ブランクが出た場合は，ブランクの繰り返し測

定と最低検量線濃度標準試料の繰り返し測定を

各 5回以上行って標準偏差の大きい方を採用し，
ブランクが出なかった場合は，最低検量線濃度

標準試料の繰り返し測定を 5回以上行って，そ
れぞれ 3σおよび 10σを採用した． 
３．調査項目数 

2005～2007年度の 3ヵ年については，優先取
組物質の19種類について4地点全てでモニタリ
ング調査を実施した．2008年度は，伊賀と松阪
においては，優先取組物質の 19種類の内，酸化
エチレンを除く揮発性有機化合物 9種類に対し
てのみ，モニタリング調査を実施した． 
 
 

 
 
 





 
 

結果および考察

１．各種測定物質の比較（基本統計量） 
 2005～2008年度の 4ヵ年に実施した調査地点
別の 19物質測定結果の基本統計量（測定回数，
平均，標準偏差，最大値，最小値）の結果を表

4に示した．なお，測定回数は桑名と鈴鹿が 48
回，伊賀と松阪が項目により 48回または 36回
であるが，それに満たない場合は，データの欠

測月があるためである． 
 表4から測定19項目のうち各調査地点間の濃
度の差が最も少なく，かつ時系列上の変動が少

ないのは，前報 1)と同じく水銀およびその化合

物であった．このことから，引き続き水銀およ

びその化合物はバックグラウンドに近い濃度で

推移していると思われる． 
 前報 1)では，各測定物質の濃度レベルは，全

体的に高い地点や低い地点がみられたが，今回

の測定結果では，濃度レベルは物質毎にばらつ

いており，各調査地点の全体的な汚染レベルを

示すような結果はみられなかった．各調査地点

毎に特徴をみると，まず，一般環境大気測定局

の桑名では，アルデヒド類の濃度が高く，金属

類では，水銀およびその化合物の濃度が高く，

揮発性有機化合物では，塩化ビニルモノマー，

1,2-ジクロロエタン，トリクロロエチレンが高
濃度であった．一般環境大気測定局の伊賀では，

揮発性有機化合物のクロロホルム，ジクロロメ

タン，テトラクロロエチレンが高濃度であった．

一般環境大気測定局の松阪では，重金属類のニ

ッケル化合物，ヒ素およびその化合物，ベリリ

ウムおよびその化合物，クロムおよびその化合

物が高濃度であった．一方，自動車排出ガス測

定局の鈴鹿では，揮発性有機化合物では，アク

リロニトリル，酸化エチレン，1,3-ブタジエン，
ベンゼンの濃度が高く，重金属類では，マンガ

ンおよびその化合物が高濃度であった．この鈴

鹿の特徴は，全体的には濃度は高くはないもの

の，前報 2)の三雲（沿道）と同様に，自動車排

ガスの影響を受けていると考えられる． 
 なお，各調査地点間で濃度差が少なかった物

質は，水銀及およびその化合物の他は，マンガ

ンおよびその化合物とクロロホルムなどであっ

た．

 



 

表４ 調査地点別の 19 物質測定結果の基本統計量 

アクリ
ロニト
リル

塩化ビ
ニルモ
ノマー

クロロ
ホルム

1,2-ジ
クロロ
エタン

ジクロ
ロメタ
ン

テトラク
ロロエチ
レン

トリク
ロロエ
チレン

1,3-ブ
タジエ
ン

ベンゼ
ン
酸化エ
チレン

アセト
アルデ
ヒド

ホルム
アルデ
ヒド

水銀およ
びその化
合物

ニッケ
ル化合
物

ヒ素およ
びその化
合物

ベリリウム
およびその
化合物

マンガン
およびそ
の化合物

クロムお
よびその
化合物

ベンツ
(a)ピ
レン

(μg/m
3
) (μg/m

3
) (ng/m

3
) (ng/m

3
)

桑名

測定回数 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 47 48 48 48 48 48 48

平均 0.052 0.21 0.15 0.13 1.9 0.089 1.2 0.16 1.3 0.066 6.4 3.9 2.3 4.9 1.3 0.031 31 6.7 0.28

標準偏差 0.076 0.60 0.096 0.10 1.9 0.057 1.8 0.11 0.57 0.037 4.4 2.6 0.90 2.7 0.85 0.034 21 4.9 0.35

最大値 0.51 3.8 0.43 0.56 9.9 0.28 9.6 0.54 2.8 0.17 22 14 6.6 10 3.8 0.19 89 19 1.9

最小値 0.0017 0.00070 0.031 0.04 0.23 0.024 0.016 0.0033 0.59 0.0014 0.73 0.81 1.5 0.027 0.014 0.0080 1.6 0.011 0.010

鈴鹿

測定回数 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 48 47 48 48 48 48 48 48

平均 0.096 0.20 0.17 0.12 2.0 0.097 0.23 0.45 2.1 0.084 4.0 3.5 2.2 5.5 1.6 0.048 34 7.9 0.31

標準偏差 0.094 0.26 0.084 0.070 2.0 0.065 0.20 0.31 0.95 0.052 2.0 1.5 0.39 3.2 1.2 0.042 28 4.7 0.31

最大値 0.39 1.1 0.40 0.39 10 0.35 1.0 1.2 4.9 0.34 9.5 9.0 3.2 18 4.7 0.25 140 21 1.5

最小値 0.0035 0.00075 0.041 0.033 0.23 0.020 0.019 0.034 0.58 0.025 0.98 1.3 1.5 0.027 0.045 0.0080 0.38 1.6 0.041

伊賀

測定回数 48 48 48 48 48 48 48 48 48 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36

平均 0.038 0.026 0.18 0.097 2.4 0.21 0.77 0.20 1.2 0.070 3.2 2.8 2.3 5.9 1.6 0.036 32 6.8 0.31

標準偏差 0.045 0.026 0.14 0.053 3.1 0.17 1.2 0.13 0.64 0.027 2.0 1.7 0.55 4.1 1.3 0.032 20 5.2 0.31

最大値 0.24 0.13 0.85 0.25 20 0.72 8.1 0.55 3.7 0.14 8.8 8.3 3.9 17 4.9 0.11 86 22 1.2

最小値 0.0017 0.00070 0.052 0.030 0.41 0.023 0.033 0.024 0.34 0.0014 0.97 0.86 1.0 0.027 0.070 0.0080 2.9 0.011 0.047

松阪

測定回数 48 48 48 48 48 48 48 48 48 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36

平均 0.045 0.062 0.16 0.11 1.5 0.089 0.22 0.17 1.3 0.066 3.9 2.6 2.2 6.3 2.0 0.050 32 8.4 0.21

標準偏差 0.052 0.071 0.094 0.066 1.6 0.053 0.30 0.13 0.67 0.035 1.7 1.2 0.40 3.7 1.6 0.049 23 6.3 0.20

最大値 0.30 0.28 0.51 0.36 9.1 0.21 2.0 0.54 3.0 0.20 9.4 6.1 3.8 15 6.0 0.26 98 22 0.84

最小値 0.0017 0.00070 0.041 0.029 0.27 0.013 0.019 0.0055 0.32 0.0014 1.3 0.90 1.6 0.29 0.036 0.0080 3.3 0.011 0.025

測定物質

単位













５．全国測定結果との比較

環境省は，大気汚染防止法により各地方公共

団体が実施している有害大気汚染物質の測定結

果について，環境省の調査結果と併せて取りま

とめている．公表されている最新の 2007年度の
測定結果 12)の内，環境基準設定物質 4種類と指
針値設定物質 7種類について，三重県での測定
結果（2007年度）との比較を行ったものを表 5，
表 6に示した． 

1) 環境基準設定物質との比較について 
 表 5に示すように，全国の測定結果はベンゼ
ンが一部環境基準を超過しているが，その他の

3 物質は十分に環境基準を満たしている．三重
県での測定結果においても，4物質，4地点とも
に十分に環境基準は下回っている．全国データ

との比較では，テトラクロロエチレンとジクロ

ロメタンにおいては 4地点ともに全国平均値を
下回ったが，ベンゼンは鈴鹿で，トリクロロエ

チレンは桑名で，全国平均値をわずかに上回っ

た．ベンゼンの沿道（125 地点）での全国平均
値は 1.8μg/m3 であり，鈴鹿の結果は僅かに上

回った． 
2) 指針値設定物質との比較について 
表 6 から，全国の測定結果は 1,2-ジクロロエ
タンとニッケル化合物が一部指針値を超過して

いたが，その他の 5物質は十分に環境基準を満
たしていた．三重県での測定結果においても，7
物質，4 地点ともに大きく指針値は下回ってい
る．全国データとの比較では，アクリロニトリ

ル，クロロホルムおよび 1,2-ジクロロエタンの
3 物質においては 4 地点ともに全国平均値を下
回ったが，塩化ビニルモノマーは鈴鹿で，水銀

およびその化合物は伊賀と松阪で，ニッケル化

合物は鈴鹿で，1,3-ブタジエンは鈴鹿と伊賀で，
それぞれ僅かに上回った．鈴鹿が全国平均値よ

り高濃度であった 3物質について，沿道での平
均値と比較するとニッケル化合物（43 地点，
5.8ng/m3）は下回ったが，他の 2 物質（塩化ビ
ニルモノマー（69地点）：0.041μg/m3，1,3-ブタ
ジエン（112 地点）：0.27μg/m3）はいずれも鈴

鹿が高濃度であった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表５ 環境基準値設定物質の全国データとの比較(2007 年度) 

表６ 指針値設定物質の全国データとの比較(2007 年度) 

三重県測定結果 全国測定結果

桑名
年平均値

(µg/m3)

鈴鹿
年平均値

(µg/m3)

伊賀
年平均値

(µg/m3)

松阪
年平均値

(µg/m3)
地点数

環境基準
超過地点数

年平均値

(µg/m3)
濃度範囲

(µg/m3)

ベンゼン 3 1.1 1.9 1.3 1.2 459 3 1.5 0.45～3.9

トリクロロエチレン 200 0.79 0.19 0.56 0.15 399 0 0.76 0.0042～17

テトラクロロエチレン 200 0.082 0.078 0.19 0.083 395 0 0.25 0.0075～2.7

ジクロロメタン 150 1.4 1.9 1.5 0.92 402 0 2.3 0.25～130

環境
基準

(µg/m3)
測定物質

三重県測定結果 全国測定結果

桑名
年平均値

(µg/m3)

鈴鹿
年平均値

(µg/m3)

伊賀
年平均値

(µg/m3)

松阪
年平均値

(µg/m3)
地点数

指針値
超過地点数

年平均値

(µg/m3)
濃度範囲

(µg/m3)

アクリロニトリル 2 0.044 0.067 0.023 0.029 373 0 0.10 0.0042～1.5

塩化ビニルモノマー 10 0.081 0.24 0.024 0.045 362 0 0.081 0.0023～9.9

クロロホルム 18 0.13 0.17 0.15 0.13 370 0 0.21 0.0060～1.9

1,2-ジクロロエタン 1.6 0.12 0.13 0.10 0.11 371 2 0.15 0.0045～7.1

水銀およびその化合物 40 2.2 2.2 2.3 2.3 308 0 2.2 0.56～5.2

ニッケル化合物 25 3.6 5.4 4.7 5.0 317 2 5.1 0.26～38

1,3-ブタジエン 2.5 0.14 0.46 0.20 0.13 415 0 0.19 0.0017～1.7

＊ 水銀およびその化合物，ニッケル化合物の単位はng/m3である。

測定物質
指針値

(µg/m3)





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 32 乙における伊賀の後方流跡線解析図 図 33 乙における松阪の後方流跡線解析図

図 34 丙における伊賀の後方流跡線解析図 図 35 丙における松阪の後方流跡線解析図



まとめ

 2005～2008年度の 4ヵ年，県内 4地点で有害
大気汚染物質モニタリング調査を行った結果か

ら次の結果を得た． 
１．環境基準が設定されている有害対汚染物質

では，環境基準を下回っているものの比較的

高濃度であったのは，ベンゼンであった．そ

の他の 3物質（トリクロロエチレン，テトラ
クロロエチレン，ジクロロメタン）は大幅に

環境基準を下回っていた． 
２．指針値が設定されている 7物質（アクリロ
ニトリル，塩化ビニルモノマー，クロロホル

ム，1,2-ジクロロエタン，水銀およびその化
合物，ニッケル化合物，1,3-ブタジエン）は
全ての調査地点において大幅に指針値を下回

っていた． 
３．鈴鹿は，前報 2)の三雲同様に，自動車排ガ

スの影響を受けている傾向がみられた． 
４．経年変化をみると，ほとんどの物質が横ば

いであり，低下傾向にある物質も幾つかあっ

た．  
５．大気汚染常時監視測定局との比較では，ア

ルデヒド類と二酸化硫黄に良好な相関関係の

ある調査地点があった．また，自動車排ガス

関係の物質と窒素酸化物に良好な相関関係が

みられた． 
６．各地点毎に有害大気汚染物質について主成

分分析を行うと，大きく 4つのグループに分
けることができた．伊賀は，他の 3地点とは
異なる傾向を示した．桑名は他の 3地点ほど
明確に 4つのグループに分かれなかった．ま
た，鈴鹿と松阪は似た傾向を示した． 
７．全国平均値と比較すると，一部，全国平均

値より高いデータがあるものの，県内 4地点
の値は概ね下回っていた． 
８．調査地点間の比較を行ったところ，桑名と

鈴鹿との間，伊賀と松阪との間に，濃度や濃

度変化の傾向が似ている物質が幾つか存在し

た． 
９．ベンツ(a)ピレンが伊賀と松阪で高濃度であ
る事例について，後方流跡線解析を行ったと

ころ，北京付近を通過し，その影響を受けて

いる可能性が示唆された． 
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